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の
ア
パ
ー
ト
を
借
り
、
生
活
の
す
べ
て
を
犠
牲

に
し
て
受
験
体
制
と
し
た
。
テ
キ
ス
ト
の
予
習
、

復
習
を
徹
底
し
、
土
日
、
休
日
も
無
く
受
験

勉
強
に
励
ん
だ
。 

努
力
の
甲
斐
も
あ
っ
て
成
績
は
伸
び
、
S

S
６
０
台
の
合
格
圏
内
ま
で
手
が
届
い
た
。
受

験
時
代
は
汚
い
話
し
だ
が
お
風
呂
に
入
る
の
も

忘
れ
て
し
ま
い
、
毎
日
同
じ
ジ
ー
パ
ン
を
は
い
て

予
備
校
に
通
っ
た
も
の
だ
。
結
果
は
新
潟
大

学
、
長
崎
大
学
で
は
涙
を
流
し
た
が
、
運
良
く

（
？
）
北
大
合
格
の
切
符
を
手
に
入
れ
た
。
当

時
、
日
本
は
バ
ブ
ル
景
気
で
、
世
の
中
全
体
が

浮
か
れ
て
い
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時

代
に
私
は
受
験
一
辺
倒
の
生
活
を
送
っ
た
。  

納
沙
布
岬
灯
台 

【
北
大
時
代
】 

 
 
 
 

 

連
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
静
岡
県
某
市
長
の

学
歴
詐
称
疑
惑
を
ご
存
じ
の
人
も
多
い
と

思
う
。
記
者
会
見
で
「
自
由
奔
放
な
学
生
生
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   みどり通信 第 5７号 
【
は
じ
め
に
】 

つ
い
先
日
、
ス
ー
パ
ー
で
驚
い
た
。
最

近
の
物
価
高
で
お
に
ぎ
り
一
個
の
値
段
が

消
費
税
と
合
わ
せ
れ
ば
何
と
２
０
０
円
に

近
い
！
昔
、
１
０
０
円
で
買
っ
て
食
べ
て

い
た
時
代
は
過
ぎ
去
っ
た
。
昭
和
、
平
成
、

令
和
と
時
代
は
変
遷
し
、
私
も
こ
の
時
代

を
生
き
て
き
た
。
今
回
「
み
ど
り
通
信
」
の

原
稿
を
依
頼
さ
れ
、
こ
れ
が
良
い
機
会
と

考
え
自
分
が
歩
ん
だ
２
０
代
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
。 

【
受
験
時
代
】 

私
は
漁
業
が
盛
ん
な
根
室
市
で
生
ま
れ

育
っ
た
。
地
元
の
根
室
高
校
に
進
学
し
た

が
、
進
学
熱
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
大
学

受
験
を
す
る
生
徒
は
１
ク
ラ
ス
数
名
程
度

で
あ
っ
た
。
自
分
が
医
学
部
・
歯
学
部
志

望
と
周
り
に
言
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
高
３

の
模
擬
試
験
の
結
果
が
S

S
４
０
～
S

S
４
５
で
は
、
ど
の
志
望
大
学
も
E
判
定

と
な
り
恐
ら
く
自
分
が
医
師
（
歯
科
医
師
）

に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
同
級
生
は

一
人
も
い
な
い
だ
ろ
う
。
仕
方
な
く
卒
業

後
は
父
親
に
無
理
を
言
っ
て
浪
人
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。 

札
幌
の
桑
園
に
あ
る
予
備
校
に
お
世
話

に
な
っ
た
が
、
予
備
校
近
く
の
６
畳
一
間

活
を
送
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
私
も
同
様

に
〝
自
由
奔
放
な
学
生
生
活
〟
を
送
っ
た
一

人
で
あ
る
。 
 
 

受
験
で
は
苦
し
ん
だ
も
の
の
「
入
っ
て
し

ま
え
ば
こ
ち
ら
の
も
の
よ
！
」
と
ば
か
り
に

長
期
休
暇
に
な
れ
ば
勉
強
そ
っ
ち
の
け
で
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
海
外
に
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
担
い
で
出
か
け

た
も
の
だ
。
バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
で
格
安

航
空
券
を
手
に
入
れ
、
現
地
に
着
い
て
宿
を

探
す
旅
、
い
わ
ゆ
る
「
自
由
旅
行
」
を
楽
し
ん

だ
。 思

い
出
深
い
中
国
旅
行
で
は
上
海
か
ら
新

疆
ウ
イ
ン
グ
ル
自
治
区
の
ウ
ル
ム
チ
ま
で
２

泊
３
日
寝
台
列
車
（
軟
臥
）
の
旅
、
何
十
両
と

長
い
汽
車
（
火
車
）
で
悠
久
の
大
地
を
進
む
。

ウ
ル
ム
チ
か
ら
は
バ
ス
の
旅
、
果
て
し
な
い

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
を
オ
ン
ボ
ロ
の
長
距
離

バ
ス
（
臥
舗
車
）
で
国
境
の
町
ま
で
た
ど
り
着

く
。
途
中
、
休
憩
地
点
で
バ
ス
か
ら
降
り
る
と

荒
涼
た
る
灼
熱
の
大
地
が
広
が
っ
て
お
り
、

も
の
す
ご
い
熱
気
と
日
差
し
の
強
さ
で
目
が

眩
む
。
こ
こ
で
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
と
確
実

に
干
か
ら
び
て
ミ
イ
ラ
に
な
り
そ
う
だ
・
・
・

そ
し
て
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
を
越
え
て
パ
キ
ス

タ
ン
へ
。 

こ
れ
を
読
む
と
さ
ぞ
か
し
有
意
義
な
学
生

時
代
を
送
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
代
償

は
小
さ
く
無
く
「
留
年
」
と
い
う
悲
し
い
結
末

に
な
る
。
某
市
長
の
よ
う
に
「
除
籍
」
と
は
な

ら
ず
何
と
か
卒
業
証
書
だ
け
は
も
ら
っ
て
き

た
が
、
２
０
代
の
学
生
時
代
を
思
い
返
す
と

北
海
道
立
緑
ヶ
丘
病
院
医
長  

 

布
施 

武
彦 

恥
ず
か
し
さ
で
私
も
卒
業
証
書
を
「
チ
ラ
見
せ
」

に
な
っ
て
し
ま
う
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
２
０
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】 

 

私
の
２
０
代
は
や
り
た
い
事
を
や
っ
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん
後
悔
は
無
い
。
自
分
の
受
験
に
つ
い
て

も
合
格
出
来
る
か
何
の
保
証
も
無
か
っ
た
。
無
謀

な
挑
戦
だ
と
考
え
る
人
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

今
、
中
高
年
に
な
り
損
得
を
考
え
た
り
、
結
果
を

予
想
し
て
計
画
を
止
め
た
り
と
後
ろ
向
き
に
考

え
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。 

ア
ッ
プ
ル
の
創
業
者
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の

名
言
「
S

t

a

y 

h

u

n

g

r

y, 

s

t

a

y 

f

o

o

l

i

s

h
」
に
感
銘
を
受
け
、

こ
の
名
言
を
意
訳
（
？
）
し
て
、
現
代
の
若
者
に

は
「
自
分
の
好
き
な
事
を
や
れ
！
」
と
伝
え
た
い
。

知
力
、
体
力
そ
し
て
時
間
が
有
り
余
る
若
者
に
は

自
分
の
人
生
を
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
歩
ん

で
ほ
し
い
。 

【
最
後
に
】 

そ
ん
な
私
も
今
年
で
〝
還
暦
〟
を
迎
え
る
。
そ

し
て
５
年
後
に
は
〝
定
年
〟
と
な
る
。
最
後
は
暗

い
話
だ
。
歳
を
重
ね
る
と
長
い
も
の
に
巻
か
れ
て

生
き
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
と
実
感
す
る
。
世
間

で
言
う
と
こ
ろ
の
〝
老
後
２
０
０
０
万
円
問
題

〟
も
気
に
な
り
、
先
日
、
帯
広
年
金
事
務
所
に
足

を
運
ん
だ
。
「
老
兵
は
死
な
ず
・
・
・
」
と
言
え

ば
格
好
は
良
い
が
、
工
藤
先
生
、
草
場
先
生
に
バ

ト
ン
を
渡
し
て
老
後
生
活
に
夢
を
託
す
か
。
自
由

旅
行
は
も
う
無
理
だ
が
、
車
中
泊
ブ
ー
ム
に
乗
っ

て
全
国
の
温
泉
巡
り
に
出
か
け
て
み
よ
う
か
。 
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臨床心理科について 出会いと会話が教えてくれる看護 

昨年は延べ 35,000人の方が当院外来を受診されました。厚生

労働省が示す「５大疾病」の中で精神疾患が医療機関への受診率

の最多になり、国民の 40人に１人が精神疾患で医療機関を受診

されている現状があります。そして精神障がい者が地域の一員として

安心して暮らせる地域を目指した取り組みが推進されています。「入

院医療中心から地域生活中心へ」をスローガンに①国民理解の深

化、②精神医療の改革、③地域生活支援の強化という政策が進め

られています。 

当院に受診される方々にお声をかけお話しさせていただくと、生活

のしづらさや生きにくさを抱えながらも、自らの力を発揮し、できないこ

とでも支援を受けることで自分らしく生きていることを教えていただきま

す。お一人お一人が豊かな個性を持っていて、社会の中でその人らし

く暮らされている方々であることを知ることができます。「お困りごとはな

いですか？」と声をかけた私たちが、その方の力や頑張っている様子に

心が共鳴して勇気をいただいたり、癒しを頂くことが沢山あります。心

が共鳴するという「感じる心」の大切さを教えられ、その経験が精神科

看護の技術を育むことにも繋がります。病院を訪れてくださる方と出会

い、会話を繰り返すことでその人のことを知り、感じることで、その人を

支えるお手伝いができるのだと実感します。 

私たち外来看護スタッフは、病院に足を運んでくれた方にお話を聞

かせていただきながら、その方の心に寄り添い、その方のことを大切に

思える気持ちが自分たちの心に根付くよう目標志向型看護実践を

通して研鑽しています。 

患者様の希望と意思を尊重した関わりや患者様のニーズを把握で

きる力を養うことで、疾病・障害を抱えながらその人らしく生活すること

を支える看護を提供したいと努力しています。患者様に安心して通

院することができる病院、患者様、ご家族、支援者の方に選ばれる

病院を今後も目指していきます。不安や不調を抱えたときには、いつ

でもお話を聞かせてもらえる外来でありたいと思います。どうぞ私たちの

病院を安心してご利用ください。                   （外来）                

 

～お知らせ～ 

北海道道立病院局では医療スタッフを募集しております。応募方

法等につきましては、北海道道立病院局のホームページ又はインスタ

グラムをご覧ください。                    

北海道道立病院局ホ－ムペ－ジ  

https://hospital.pref.hokkaido.lg.jp                       

北海道道立病院局インスタグラム QR コ－ド                   

                                

心理検査法の種類とカウンセリング 

臨床心理科は、現在２名の公認心理師で患者様の心理検査とカ

ウンセリング業務を行っています。 

心理検査には多くの種類があり、それぞれ何をとらえるための検査な

のか目的をもって構成されています。大別すると、思考や認知機能な

どをとらえるもの、性格・行動特性をとらえるものがあり、前者には知能

検査や発達検査などが含まれ、後者には、質問紙法や投影法によ

るパーソナリティ検査が含まれます。精神機能やパーソナリティのどうい

った側面を知りたいのかによって適切な検査が選ばれますが、年齢や

その人の状況も考慮して検査を選択したり、複数の検査を組み合わ

せて総合的に見ていく場合もあります。 

当院で実施している検査はウェクスラ－式知能検査が最多となりま

すが、他にも色々な検査を実施していますので、個々の検査について

は機会があれば改めてご紹介させて頂きたいと思います。検査結果の

分析にあたっては、数値化された客観的指標による分析だけではな

く、検査場面での態度や言動、表情などにも注目し「何を答えるか」

だけではなく、「どう答えるか」「どのように回答や反応に至ったか」という

内的プロセスを理解することを大切にしています。 

カウンセリングは、診察の前後で１回 30～１時間程度の時間で

実施していますが、傾聴や対話を通じて患者様自身が自己を受容

し、新たな気づきや考えを整理する過程で、自己を変容させたり、困

りごとの解決を目指すことを目標にしています。 

近年では、うつ病をはじめとする精神疾患だけではなく、成人期に

なり顕在化した発達障害の問題など、様々な疾患や障害を抱える

患者様からのニーズは高く、カウンセリングのオーダー数は年々増加し

ています。 

現体制では、心理検査の待機期間が伸びカウンセリングの新規受

け入れも難しい状況にあるためご迷惑をおかけすることも多いと思いま

すが、引き続き患者様に対して心に寄り添った支援を継続させていた

だきます。                            (臨床心理科） 

 
 

北海道との北海道災害派遣精神医療チーム（DPAT）の協定

締結について      

令和７年２月７日に、北海道立緑ヶ丘病院と北海道は、十勝

管内初となる北海道災害派遣精神医療チーム（DPAT）の派遣

に関する協定を締結しました。災害等が発生した際は、協定に基づ

き精神保健指定医１名、看護師２名、業務調整員２名が災害

地域等で精神医療及び精神保健活動の支援を行います。        

道立緑ヶ丘病院ホームページ  

https://midorigaoka.hospital.pref.hokkaido.lg.jp 

道立緑ヶ丘病院インスタグラム QR コ－ド                          

                                 

https://midorigaoka.hospital.pref.hokkaido.lg.jp/

